







































































































多重 R R2 調整済み R2 見かけ上の予測誤差




平方和 自由度 平均平方 F 有意確率
回帰 33.019 8 4.127 7.045 .000











.445 .094 3 22.225 .000
本社意思決定
の迅速さ
.291 .117 3 6.207 .001
新興国への積
極進出





ゼロ次 偏 部分 変換後 変換前
ものづくりへ
のこだわり
.588 .501 .413 .531 .859 .860
本社意思決定
の迅速さ
.373 .374 .287 .221 .972 .972
新興国への積
極進出
.439 .345 .262 .248 .883 .881
従属変数：国内マザー工場重視
［分析２　結果］
多重 R R2 調整済み R2 見かけ上の予測誤差
.803 .645 .616 .355
従属変数　生産ノウハウ海外移転
独立変数　本社・新興国工場意思疎通，海外エンジニア研修
平方和 自由度 平均平方 F 有意確率
回帰 33.019 8 4.127 7.045 .000











.592 .203 2 8.512 .001
海外エンジニ
ア研修





ゼロ次 偏 部分 変換後 変換前
本社・新興国
工場意思疎通
.707 .689 .567 .649 .917 .878
海外エンジニ
ア研修


































































多重 R R2 調整済み R2 見かけ上の予測誤差
.672 .451 .407 .549
従属変数　新興国先行投入
独立変数　コストカットの力量，新興国収益性
平方和 自由度 平均平方 F 有意確率
回帰 30.683 5 6.137 10.196 .000













.515 .174 2 8.775 .000





ゼロ次 偏 部分 変換後 変換前
コストカット
の力量
.561 .568 .511 .640 .985 .992
新興国収益性 .435 .447 .370 .360 .985 .992
従属変数：新興国先行投入
115自動車のグローバル生産と 国内マザー工場の連携メカニズム
６ ．結　論
　今回の分析で明らかにされた戦略的なマネジメント要因
としては、技術力の高さがコスト競争力に裏付けられてい
ること、海外エンジニアを積極的に日本へ招聘し、彼らを
トレーニングしていくこと、新興国生産拠点とのコミュニ
ケーションが良好な本社が、迅速に意思決定を下している
こと，などが挙げられた。今後はインタビュー調査も踏ま
えて、更に踏み込んだ調査をしたいと考えている。
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